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 安全と健康を守る日本の現場力  

安全衛生トップセミナー 
11 月 18 日(水)～19 日(木)･神戸 

１ 中災防・トップセミナーの開催について 

 中央労働災害防止協会（中災防）では、労働災害を防止するためには経営トップ

の積極的な取組みが重要であることから『安全衛生トップセミナー』を平成 27 年

11 月 18～19 日（２日間の日程）、神戸市で開催します。 

 

２ 安全衛生トップセミナーの特色 

（１）著名講師陣による講演と事例紹介 

企業のトップ向けに、企業経営に活かす安全衛生活動の推進、働く人の安全

と健康を守る中核的人材の育成などについて、著名講師陣により経営全般から

安全・健康まで、幅広い内容の講演、好事例による最新情報を提供します。 

 

（２）ストレスチェック及び現場力の向上に焦点をあてたプログラム 

本年 12 月から 50 人以上規模の事業場でストレスチェックが義務化されるこ

と、また近年、産業現場の「現場力の向上」が求められていることを受け、産

業医、法律家並びに先進事業場の最新情報を通して、労働安全衛生を支える「人

材の育成」を考える機会として、また参加者間での情報交流・ネットワークの

形成に役立てていただける意欲的なプログラムとなっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央労働災害防止協会 

 教育推進部長    角 元 利 彦 

【照会先】 

 総務部 上席専門役  間 宮 直 樹        

 (電話)03-3452-6542 (FAX)03-3452-9225 

E-mail koho@jisha.or.jp 

 

安全衛生トップセミナープログラム概要 

日  時：2015 年 11 月 18 日（水）～19 日（木） 

会  場：神戸メリケンパーク オリエンタルホテル(神戸市中央区波止場町 5-6) 

      

講  演：「はやぶさから伝えたい創る力の育て方」 

講師：川口 淳一郎 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構(ＪＡＸＡ)シニアフェロー 

宇宙科学研究所 宇宙飛翔工学研究系 教授 

  

(裏面に続く) 
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中災防は、昭和 39 年に労働災害防止団体法に基づき設立された団体

で、事業主の自主的な労働災害防止活動を支援するため、企業の人材の

育成、安全衛生の専門技術の提供および最新安全衛生情報の提供などの

安全衛生に関する総合的な事業を行っています。 

  会 長： 原 定征（日本経済団体連合会会長） 

    理事長：関澤 秀哲 

                      

 

 事例と講演  

（１）｢設備災害０(ゼロ)化｣に向けた本質安全の取り組みと 

    ＯＳＨＭＳの構築 

     ・遠矢  大（パナソニック㈱ アプライアンス社キッチンアプラ

イアンス事業部 草津工場 工場長） 
 （注）ＯＳＨＭＳ：Occupational Safety and Health Management System（労働安全衛生 

マネジメントシステム）の頭文字をとったもの。 

 （２）安全配慮義務について 

    －ストレスチェックとメンタルヘルス対策を中心に－ 

 ・山田 長伸（山田総合法律事務所 パートナー弁護士） 

 

 （３）ストレスチェック制度と企業のメンタルヘルス対策 

     ・堀江 正知（産業医科大学 産業生態科学研究所 所長・教授） 

 

（４）労働安全衛生行政の動向 

     ・厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 

 

 （５）しなやかな現場力を支える安全マネジメント 

    －レジリエンス・エンジニアリング：インシデントの再発予防から 

先取り型安全マネジメントへ－ 

     ・芳賀  繁（立教大学 現代心理学部 心理学科 教授） 

 

 （６）経営と安全衛生について 

     ・関澤 秀哲（中央労働災害防止協会 理事長） 

 

 

【詳細はＷｅｂでご確認ください。】 

   中災防 トップセミナー  で  検索     

  中央労働災害防止協会のトップページからも詳細がご覧いただけます。 

  http://www.jisha.or.jp/ 
 


